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はじめに

『史記』項羽本紀、またこれ と対照的に書かれている高祖本紀には、多

くの数詞が用いられている。それ らの用例を検討 してみると、両本紀には、

・願爲諸君快戰、必三勝之。(項 羽本紀)1

(願は くは諸君の為に快戰 し、必ず三たび之に勝たん。)

・高租爲人、隆準而龍顏、美須髯、左股有七十二黒子。(高 祖本紀)

(高祖は人 と爲 り、隆準にして龍顔、美 しき須髯 あり、左股に七十二

黒子有 り。)

といったように、数詞が象徴的な意味合いを持 って用 いられている例や、

・蓮百萬之軍、戰必勝、攻必取、吾不如韓信。(高 祖本紀)

(百萬の軍を連ね、戰へば必ず勝ち、攻むれば必ず取るは、吾韓信に

しかず。)

のように単に数の多さを誇張 した と思われる例が見 られ る。また、一方では、

・於是項王上馬騎、麾下壯士騎從者八百餘人。

(是において項王馬に上 りて騎 し、r　ycp下の壮士騎 して従ふ者八百餘人

な り。)

・項王渡淮、騎能屬者百餘人。

(項王淮を漢 るに、騎の能 く屬する者百餘人のみ。)

・項王乃復引兵東、至東城。乃有二十八騎。

(項王乃ち復た兵を引 きて東 し、東城に至 る。乃ち二十八騎有 り。)

などのように、項羽が垓下か ら逃走 して最期に至 るまでの、その軍騎の

減少の過程 を詳細 に述べた用例 も見られる。本稿ではそれ らのうち、 「楚
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軍夜撃防秦卒二十餘萬人新安城南」の 「二十餘萬人」 とい う表現、及び

「火三月不滅」の 「三」 とい う数字の持つ意味について考 えてみたい。

一、 「楚軍夜撃阮秦卒二十餘萬人新安城南」の 「二十餘萬人」について

「楚軍夜撃阮秦卒二十餘萬人新安城南」(項 羽本紀)と は、項羽が降伏

した秦の將軍章邯の軍勢を新安で阮にした記述である。 この 「二十餘萬人」

とい う表現はどのようなものとして理解できるのであろうか。 これが単な

る誇張であるとしたら、なぜ 「二十餘萬」という数を用いたのであろうか。

或いは、 「二十餘萬」とい う数にはなんらかの根拠があるのであろうか。

項羽が行なったとされるこの大量の殺戮は、 『史記』の他の部分にも、

・詐院秦子弟新安二十萬、王其將、罪六。

、(詐りて秦の子弟を新安に防にすること二十萬、其の將を王とす るは、

罪の六 なり。)(高 祖本紀)'

・羽詐防殺秦降卒二十萬人於新安。

(羽詐 りて秦の降卒二十萬人を新安に防殺す。)(秦 楚之際月表)

・至新安、項王詐防秦降卒二十餘萬人。

(新安 に至 り、項王詐 りて秦の降卒二十餘萬人 を阮にす。)

(淮陰侯列伝)

・項籍之引兵西至新安、又使布等夜撃阮章邯秦卒二十餘萬人。

(項籍の兵を引 きて西 し新安に至るや、又布等をして夜撃ちて章邯の

秦の卒二十餘萬人を防にす。)(黥 布列伝)

のように言及されているが、その人数は 「二十萬」あるいは 「二十餘萬」

と、ほぼ統一 された記述がなされている。

またr漢 書』の項籍伝、高帝紀においても、

・於是夜撃防秦軍二十餘萬人。(項 籍伝)

(是において夜撃 ちて秦軍二十餘萬人を院にす。)(項 籍伝)
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・詐防秦子弟新安土十萬、王其將、罪六也。

(詐 りて秦の子弟を新安に防にすること二十萬、其の將 を王とす るは、

罪の六な り。)(高 帝紀)

などとなってお り、 『史記』㊧記載ζ同様である。 さらに 『資治通鑑』 も、

・於是楚軍夜撃阮秦卒二十餘萬人新安城南。

(是において楚軍夜撃ちて秦卒二十餘萬人を新安城の南 に防にす。)

(漢紀一 高帝元年)

と、 『史記』項羽本紀の表現をそのまま認 している。この約二十万人の

「阮」 とい う行為は、項羽の行為と して、その人数 とともに 『史記』以後

もそのまま継承 されているのである。

「二十萬人」あるいは 「二十餘萬人」という人数について検討する前に、

先ず 『史記』のなかで 「防」とい うことがどのように記されているかにつ

いて見てみたい。 『史記』において 「防」を行 った者は、秦の將軍の白起、

始皇帝そ して項羽の三人である。,

始皇帝が行った 「防」は、以下の二回である。

①秦王之邯鄲、諸嘗與王生趙時舟家有仇怨、皆防之。(秦 始皇本紀)

(秦王邯鄲に之 き、諸の嘗て王趙に生まれし時母の家 と仇怨有 るもの

は、皆之を阮にす。)(秦 始皇本紀)

②犯禁者四百六十餘人、皆防之威陽、使天下知之、以懲後。

(秦始皇本紀)

(禁を犯す者四百六十餘人、皆之を威陽に防に し、天下を して之を知

らしめ、以て後を懲す。)(秦 始皇本紀)

①は、秦 が趙を滅ぼ し、秦王自ら邯鄲に赴 き、かつて自分が趙で生 まれ'

た時、母の家と仇怨の関係にあった者たちを阮にした ものセある。その人

数が記 されていないが、おそ らく数万人というような多人数ではなかった

であろう。 また、②は所謂坑儒の記述である。 これも人数は 「四百六十餘
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人」 にとどまる。

一方、白起は、長平の戦(前 二六〇)の 際、投降 した趙の士卒四十万人

を 「阮」にしてい る。 白起列伝ではその時の様子を、

括軍敗、卒四十萬人降武安君。武安君計 日、前秦已抜上黨、上黨民不

樂爲秦而歸趙。趙卒反覆、非盡殺之、恐爲亂。乃挾詐而盡院殺之、遺

其小者二百四十人歸趙。(白 起列傳)

(括の軍敗れ、卒四十萬人武安君に降る。武安君計 りて曰 く、前に秦

已に上黨を抜 くに、上黨の民秦 と爲るを樂 しまず して趙 に歸す。趙

の卒反覆すれば、盡 く之を殺すに非ずんば、恐 らくは亂を爲 さん、

と。乃ち挾詐 して盡 く之を防殺 し、其の小なる者二百四十人を遺 し

て趙に歸 さしむ。)

のように記 している。白起は後に死を賜わるのであるが、その時、彼は

次のように述懐 し、自剄 している。

秦王乃使使者賜之劍、 自裁。武安君引劍將 自剄、日、我何罪于天而至

此哉。良久日、我固當死。長罕之戰、趙卒降者數十萬人、我詐而盡防

之。是足以死。途 自殺。(白 起列傳)

(秦王乃ち使者をして之に剣を賜ひ、自ら裁か しむ。武安君劍を引 き

將 に自剄せんとして曰 く、我何ぞ天に罪あ りて此に至 らんや、と。

良久 しくして曰く、我固より當に死すべ し。長平の戰、趙卒の降 る

者數十萬人あり、我詐 りて盡 く之を院にす。是れ以て死するに足れ

り、 と。遂に自殺す。)

また、項羽が行った 「防」は、次の三回である。

③項梁前使項羽別攻襄城、襄城堅守不下。已抜、皆阮之、還報項梁。

(項羽本紀)

(項梁前 に項羽を して別に襄城を攻め しむるも、襄城堅 く守 りて下 ら

ず。已に抜 き、皆之を防に し、還 りて項梁に報ず。)
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④漢之二年冬、項i北 至城陽、田榮亦將兵會戰。田榮不勝、走至卆原、

孕原民殺之。途北燒夷齊城郭室屋、皆防田榮降卒、係虜其老弱婦女。

(項羽本紀)

(漢の二年冬、項羽遂に北 して城陽に至 り、田榮 も亦た兵を將ゐて會

戰す。田榮勝たず、走 りて平原に至 るに、平原の民之を殺す。遂に

北のかた燒 きて齊の城郭室屋を夷げ、皆田榮の降卒を阮に し、其の

老弱婦女を係虜す。)

⑤楚軍夜撃院秦卒二十餘萬人新安城南。(項 羽本紀)

(楚軍夜撃ちて秦の卒二十餘萬人を新安城 の南に院にす。)

③は前二〇八年、襄城の降卒を防にした記述である。この時、項羽は項

梁の命によって襄城を攻撃 したが、襄城の守 りは固 く、やっとの ことで下

し、その後城兵もすべて院にしたのである。防の人数及び院とい う手段 を

採るについての判断は記 されていない。④は、前二〇六年十二月、叛旗を

ひるがえした田榮を討った時、その降卒を院に した記述である。項羽は斉・

趙が反旗を翻 したと聞いて大いに怒 り、田栄 を討 ったのである。斉の城郭

を焼 き、降卒を防に し、老若婦女を虜にしたとい う描写は項羽の怒 りの凄

じさをよく物語っている。そ して寸⑤は問題の記述である。やはり、前二

〇六年十一月のことであった。 この 「二十餘萬人」の防は、 『史記』にお

いては白起の四十万人に次 ぐ大量の殺戮である。 この時項羽は・

項賜乃召黥布 ・蒲將軍計日、秦吏卒fi衆 、其心不服。至關中不聽、事必

危。不如撃殺之、而獨與章邯 ・長史欣 ・都尉翳入秦。(項 羽本紀)

(項羽乃ち黥布 ・蒲將軍を召 し計 りて曰く、秦の吏卒尚ほ衆 くして、

其の心服せず。'關中に至 りて聽かずんば、事必ず危からん。撃 ちて

之を殺 して、獨 り章邯 ・長史欣 ・都尉翳と秦に入るに しかず、と。)

と、降卒が背 くことを懸念 して阮という手段を採 るに至っている。 これ

は怒 りによる行為ではな く、武将としての冷静な判断によるものである。
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ところでこの判断は、先の白起が趙の降卒に した判断とよく似通っている。

白起は、趙の降卒を生かしてお くことが後の憂いとなることを案 じたので

あった。項羽 もまた関中に入 った時、秦の降卒が危険な存在になることを

案 じたのである。項羽はこの殺戮 を黥布等に命 じて行わせている。黥布伝

の論賛では、

太史公日、英布者、其先豈春秋所見楚滅英 ・六、皋陶之後哉。身被刑法、

何其抜興之暴也。項氏之所阮殺人以千萬數、而布常爲首虐。功冠諸侯、

用此得王、亦不免於身爲世大慘。(黥 布列傳)

(太史公曰 く、英布は、其の先豈 に春秋に見ゆる所の楚英 ・六 を滅ぼ

すの皋陶の後なるか。身刑法を被 り、何ぞ其の抜興することの暴か

なるや。項氏の院殺する所の人は千萬を以て數ふ、而 して布常に首

と爲 りて虐す。功は諸侯 に冠た り、此を用て王たるを得 るも、亦た

身は世の大廖を爲すを免れず。)

のように、黥布がその行為故に世の正当な殺戮を免れることはできなかっ

たと言及 されている。 この言及はまた白起の述懐と軌を一にしている。

これは、已に指摘 されているように 『史記』 に見 られる因果応報 の思想

の表れ と考 えることができるであろうが、 『史記』においては、 この項羽

の行為は、白起の行為に対比 されるよ うに描かれていると思われる。おそ

らく、 この項羽の秦軍に対する行為は、まさしく秦の諸侯に対する行為と

対比されているのであろう。

次に二十余万 とい う数について考えてみたい。 この時、章邯はどの程度

の軍勢を率いていたのであろうか。項羽本紀 には次のような記述がある。

この記述は、項羽との戦いに敗れた章邯に対 して、陳余が項羽への降伏を

勧めた時のものである。 これによれば、

今將軍爲秦將三歳矣、所亡失以十萬數、而諸侯並起滋盆多。

(項羽本紀)

一38一



『史記』項羽本紀中の数の表現

(今將軍秦の將爲 ること三歳なり、亡失する所は十萬を以て數ふ、而

して諸侯並びに起ること滋 くして益ます多 し。)

とあ るように、章邯はこの時すでに十万の軍勢を失っている。降伏後、項

羽に院にされた 「二十餘萬人」を加えると、彼の軍勢は約三十万人であっ

たことになる。当時の軍勢の数については、食料の生産、軍糧の維持 ・輸

送ということから考xて 、数十万の軍勢は実際には十分の一程度の数であっ

たとい う指摘 もあるが、通常、秦の将軍がどの程度の軍勢を率いていたか

とい うことについては、以下の記述がある。

⑥秦已并天下、乃使蒙恬將三十萬衆北逐戎狄、收河南。(蒙 恬列伝)

(秦已に天下を并せ、乃ち蒙恬をして三十萬の衆 を將ゐて北のかた戎

狄を逐ひ、河南を収めしむ。)

⑦於是始皇問李信、我欲攻取荊。於將軍度用幾何人而足。李信日、不過

用二十萬人。始皇問王翦。王翦日、非六十萬人不可。始皇日、王將軍

老矣。何怯也。李將軍果勢壯勇、其言是也。途使李信及蒙恬將二十萬

南抜荊。……秦軍走。……於是王翦將兵六十萬人、始皇 自迭至濡上。

(王翦列伝)

(是において始皇李信に問ふ、我攻めて荊を取 らんと欲す。將軍にお

いて度るに幾何の人を用て して足るか、と。李信 曰く、二十萬人を

用ゐるに過 ぎず、と。始皇王翦に問ふ。王翦曰 く、六十萬人に非ず

んば不可なり、と。始皇 曰く、王將軍老いた り。何ぞ怯せるや。李

將軍は果勢壯勇なり、其言は是な り、 と。遂に李信及び蒙恬をして

二十萬を將ゐて南のかた荊を抜かしむ。……秦軍走 ぐ。……是にお

いて王翦兵六十萬人を將ゐ、始 皇 自ら送 りて濡上に至る。)

⑥は、蒙恬が三十萬人の兵を率いて戎狄を駆逐 した記述である。この時

の軍勢は 『淮南子』人間訓では、亙「因發卒五十萬、……」に作 っているが、

r史記』ではこのま うに記 されている。⑦ は、秦が楚を攻撃する時、李信
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は二十万人の軍勢で可能であると答え、王翦は六十万人でなければだめで

あると答えた。秦王は李信の言を用いたが、彼は果た して敗れて しまい
、

結局王翦が六十万人の軍勢を擁 して楚を討った、という記述である。

これらの記述からすると、この時章邯が率いていた三十万とい う軍勢は
、

秦の主力としては充分に想定できるものである。

『史記』において、項羽の阮 とい う行為 とその人数は白起の諸侯 に対す

る行為と対比 されて描かれ、 「二十餘萬」という数 は、単なる誇張ではな

く、少な くとも 『史記』の記述 においては矛盾のないものとなっていると

言えるであろ う。

二、 「火三月不滅」の 「三」について

居數 日、項羽引兵西屠威陽、殺秦降王子嬰、燒秦宮室。火三月不滅。

(項羽本紀)

(居ること蜘 ・項羽兵を引きて西 喊 陽を屠 り、秦の降王子嬰を殺

し、秦の宮室を焼 く。火三月滅せず。)

これは、威陽に入 った項羽が威陽の宮城に火を放った時の記述である
。

「三月不滅」 が・誇張表現であることは獅 ・であろうが
、単に 「三朋 」

という意味でのみ用い られているのかど うかについて考えてみたい
。

項羽本紀には 「三」の用例が十八例 ある。 これ らのうち、

⑧范増數 目項王、擧所佩玉班、以示之者三。

(范増數 しば項王に目し、佩ぶる所の玉班を擧げて、以て之に示すこ

と三たびす。)

⑨楚騎追漢王。漢王急、推墮孝惠 ・魯元車下。滕公常下收載之
。如是者

三〇

(楚騎漢王 を追ふ。漢王急 して、推 して孝恵 ・魯元を車下に堕す。滕
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公常に下 りて收めて之を載す。是 くのごとくすること三たびす。)

⑩漢有善騎射者樓煩、楚挑戰三合、樓煩輒射殺之。

(漢に騎射を善 くす る者樓煩有 り、楚挑戰すること三合、樓煩 は輒ち

之を射殺す。)

⑪今 日固決死。願爲諸君快戰、必三勝之。

(今 日固より死を決す。願は くは諸君の為に快戰 し、必ず三たび之に

勝たん・) .

などは三回 とい う行為の回数を表 している。 まだ、

⑫楚雖三戸、亡秦秘 楚也。

(楚は三戸と雖 も、秦を亡ぼすは必ず楚なり。)

⑬持三 日糧、以示士卒必死、無一還心b

(三日の糧を持ちて、以て士卒に必死にして、一も還る心無きを示す。)

⑭至威陽、留司馬門三 日、趙高不見、有不信之心。 、

(威陽に至 り、司馬門に留まること三 日、趙高見ず、不信の心有 り。)

⑮燒秦宮室、火三月不滅。

⑯今將軍爲秦將三歳矣。

(今將軍秦の將爲 ること三歳なり。)

⑰令四面騎馳下、期山東爲三處。

(四面の騎を して馳せ下 らしめ、山東に三處と爲 らんことを期す。)

などの 「三」は、個体や時間 ・場所などを表 している。

この うち、三回とい う行為の回数を表す 「三」の意味については、外山

滋比古氏の指穡捧参考になるであろう。氏は童話の構造を分析 し、三回の

繰 り返 しが童話によく見られる構造形式であ り、二度の繰 り返 しとは異な
'り

、意識的であることが聞手にもわかり、現実の世界では同じことが相次

いで三度繰 り返 し起 こるとい うことは希有のことであるから、三回の繰 り

返 しは超現実感を与える、と述べている。

つま り、三回の繰 り返 しという行為について言えば、その行為が意識的
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なものであ り、一つの完結 したものであることを示 し
、その行為者の意図

な り在 り方な りが明確に示唆趣 るとい うことになるのであろう
。例えば

⑧では、范増の玉決を挙げるとい う行為が意図的であり、完結 した感 じを

あたえ、かつ范増の意図が明確化されるのである
。 また、⑪の例では、圧

倒的に不利な状況下で三度勝 つとい うことによって、その勝利が偶然では

な く、勝利 として完結 したものであることを示 し、 「非戰之罪」 とい うこ

とを明確に示唆することになるのである。 さらに⑨の例では、身内の者を

車か ら下ろすという行為が三度 も繰 り返 されることを述べることによ
って、

その行為が偶然ではな く、一つの行為 として完結 したものである感 じを与

え、かつ沛公の狼狽ぶ りや人格の狭量 さを強 く印象づけることにな
ってい

るのである。 し

個体や時間 ・場所などを表す 「三」 については、鈴木修次氏の指藷 糸参

考になる・氏は 「三」 について・ 「倉慥 の象蠍 」 「生曝 てゆ 儲 櫞

の基礎 になる数字であ り、もろもろの現象を統括する数字」 「三の数にそ

ろえるならば、そこにある種の安定 したおちつきが示 される」 「『三』を

小 さな完数 として・そこにそれなりの充実を見 る」と述べている
。

例えば⑫の例では、 「三戸」 とい うのは戸数の少なさを印象づけると同

時に、最小の完数を表 してお り、生成 の元 となる最小の数 としての意味 も

含んでいると思われる。すなわち 「三戸」は、秦を滅ぼす最小の条件 を備

えていることになるのである。⑬の例は、項羽が鉅鹿で秦軍と戦 うにあたっ

て、決死の覚悟 を士卒に示 した時の記述である
。 この 「三 日」は、少なし、

日数であることを表 していることは無論であるが
、それは、両軍が対峙 し

て戦いの帰趨 が明かとなるのが可能な最小の完数 をも表 しているのであろ

う。⑭の例は、項羽と対峙 していた章邯を二世皇帝が責めた時の記事であ

る。章邯は使者を送 ったが、その使者は三 日の間門に留っていて権臣の趙

高に会 うこともできず、その言も信用 されなかったのであ
った。この 「三

日」は、留めおかれた日数が長いことを言っているのであるが
、趙高が会
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お うとしないことと彼の不信の心を明確に示唆 している。また、⑰におい

て項羽が軍を 「三」に分けたことは、それが安定感 を与えるとともに、軍

としての最小の形をとろうとした ことを示 して隔よう。

以上のことからすると、 「燒秦宮室、火三月不滅。」も、燃}て いる時

間の長 さを強調 し、燃焼のすさま じさを印象づけていると共に、燃tる と

い うことが完結す ること、すなわち全て燃 え尽 きて しまうことをも表 して

いるのであろう。.無論、各所に点在 していた といわれ る宮城 を焼 くとすれ

ば、かなりの時日を要 したであろうが、ここではむ しろ 「三」 とい う数字

の持つ意味に着目しておきたい。

おわ りに

これまで、項羽の防の人数および 「三」の使用について見てきたが、 こ

の他 にも項羽本紀には数字がある意味をもって用いられていると思われ る

例がある。例えば項羽の殺戮 した人数についても、

・漢軍皆走、….:.漢 卒十餘萬人。

(漢軍皆走げ、……漢卒十餘萬人を殺す。)

・漢章却、……漢卒十餘萬人皆入雎水、雎水爲之不流。

(漢軍却 き、……漢卒十餘萬人皆雎水に入 り、雎水之が爲に流れず。)

の ように殺戮 した漢軍の数が記されている。阮に した秦軍の人数に相当

するこの数をどのように解釈するのか。また、項羽本紀に特徴的に見られ

る 「八」の使用にはどのような意図があるのか。 こうした問題については

今後の考察に竢ちたい。

注1『 修辞的残像』外山滋比古(み すず書房1968)

注2『 数の文学』鈴木修次(東 京書籍1983)
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